
主な級英市町村の人口増加率と高齢化率

「υ…20 -15 ‐10 ‐5 0 5 10%15
人口増加率

戦8樹覇ン 網 熙
(出所)国勢調査、「データでみる県勢2011年版」

む 富 城県石巻市

日本経済新間朝刊

2011年 8月 17日 付 「ゼミナール」

※他のサイ トやソフ ト等の電子媒体への

転朝を禁 じます。

東
日
本
大
震
災
で
は
、

人
口
減
少

と
高
齢
化
が
全
国
を
上
回
る
ペ
ー
ス

で
進
ん
で
い
た
東
北
３
県

（着
手
、

宮
城
、

福
島
）
の
沿
岸
部
に
あ
る
市

町
村
が
甚
大
な
津
波
の
被
害
を
受
け

た
。

政
府
の
復
興
構
想
会
議
が
指
摘

す
る
よ
う
に
、

被
災
地
の
復
興
と
経

済
再
生
は
同
時
並
行
で
取
り
組
む
ベ

今
回
、

安
全
な
場
所
に
新
た
に
コ

ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
ー

を
整
備
す
る
こ

と
に
関
し
て
は
、

そ
の
建
設
に
必
要

な
多
額
の
費
用
を
上
回
る
利
益
が
得

ら
れ
る
の
か
と
い
う
疑
問
も
あ
る
だ

ろ
う
。

し
か
し
、

震
災
前
の
場
所
に

街
を
復
旧
す
る
場
合
は
、

む
し
ろ
多

大
な
防
災
対
策
費
用
を
必
要
と
す

る
。地

方
財
政
の
悪
化
を
考
え
る
と
、

都
市
機
能
を
集
積
さ
せ
る
こ
と
で
道

路
な
ど
社
会
イ
ン
フ
ラ
を
維
持
す
る

行
政
コ
ス
ト
を
将
来
に
わ
た

っ
て
抑

制
で
き
る
利
点
は
大
き
い
。

新
し
い
街
が
ど
の
よ
う
な
規
模
で

整
備
さ
れ
、

ど
の
よ
う
な
条
件
が
整

う
の
な
ら
ば
人
口
減
少
が
抑
え
ら
れ

る
の
か
。

実
態
を
把
握
し
て
整
備
の

ビ
ジ
ョ
ン
を
示
す
こ
と
が
急
務
で
あ

る
。

鉄
道
や
道
路
の
イ
ン
フ
ラ
再
整

備
と
併
せ
て
、

被
災
地
の
復
興
に
お

い
て
は
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
ー
の
建

設
計
画
を
早
期
に
策
定
す
る
こ
と
が

望
ま
れ
る
。

（中
央
大
学
維
教
授
　
鯉
測
賢
）

復興への経済戦略 ①

圃
附
附
田
田

都
市
機
能
集
積
さ
せ
財
政
難
に
対
応

き
課
題
で
あ
る
。

復
興
は
中
長
期
的

に
必
要
な
措
置
を
念
頭
に
計
画
さ
れ

る
べ
き
だ
。

そ
の
た
め
に
何
が
必
要

だ
ろ
う
か
。

ま
ず
、

新
た
な
時
代
に
即
し
た
産

業
や
生
活
の
イ
ン
フ
ラ
を
実
現
す
る

こ
と
だ
。

世
界
的
な
経
済
統
合
の
流

れ
は
不
可
避
で
あ
り
、

グ
ロ
ー

バ
ル

化
の
果
実
を
享
受
す
る
た
め
に
被
災

地
の
ど
の
産
業
を
い
か
に
再
興
さ
せ

る
の
か
、

と
い
う
視
点
が
重
要
だ
。

被
災
地
の
公
共
施
設
や
工
場
、

住

宅
の
再
建
で
は
、

震
災
前
の
街
並
み

を
た
だ
復
旧
す
る
の
で
は
な
く
、

高

台
や
内
陸
の
安
全
な
地
域
に
移
転
し

て
、

住
み
や
す
い
街
づ
く
り
を
目
指

す
べ
き
だ
。

被
災
地
に
は
高
齢
者
の
人
口
比
率

が
高
い
地
域
が
多
い
。

衡
づ
く
り
で

は
、

住
宅
や
病
院
、

公
共
施
設
を
交

通
の
便
の
良
い
駅
前
な
ど
に
集
約
し

て
、

で
き
る
だ
け
段
差
の
な
い
衡
に

す
る
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
ー
を
建
設

す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

幅
の
広
い

歩
道
や
自
転
車
専
用
道
路
の
整
備
も

車
に
依
存
せ
ず
歩
い
て
生
活
で
き
る

日
常
生
活
の
た
め
に
重
要
で
あ
る
。


